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平成２６年第２回茂原市教育委員会会議（２月定例会）日程 

 

２月１８日（火）１３：３０～ 

於：茂原市役所９階会議室 

 

１ 開会宣言 

 

２ 会議録署名人の指定 

 

３ 会議事頄 

  （議決事頄） 

議案第１号 茂原市民会館の管理及び運営に関する規則の一部を改正する規則の制定 

について 

 

  （報告事頄） 

１ 茂原市立図書館の指定管理者の選定並びに指定管理者の指定について議会の議決 

を求めるよう市長に申し入れることについて  

２ 平成２５年度３月補正予算要求について 

３ 平成２６年度教育費予算の概要について 

４ 平成２５年度定期監査の結果について 

５ 平成２６年第３回（３月臨時会）、平成２６年第４回（３月定例会）及び平成２６ 

年第５回（４月定例会）茂原市教育委員会会議の日程について 

６ その他  

 

４ 閉会宣言 

 

５ 協議事頄 

 

 

★(会議結果）議決事頄について、議案第１号は原案どおり可決されました。 
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茂原市教育委員会会議録 

 

 平成２６年第２回（定例会） 

 

  １ 期日 平成２６年２月１８日（火） 

    開会 午後１時３０分 

    閉会 午後２時３９分 

 

  ２ 場所 茂原市役所９階会議室 

 

  ３ 出席委員 

委員長 足立 俊夫 

委員長職務代理者 鎌田 俊郎 

委 員 齋藤 晟 

委 員 鈴木 一代 

教育長 古谷 一雄 

 

４ 出席職員 

教育部長 鈴木 健一 

教育部次長（教育総務課長） 中山 邦彦 

学校教育課長 宮本 昌典 

生涯学習主幹 長谷川伊知郎 

体育課長 大和久義照 

中央公民館長 唐鎌 孝雄 

美術館・郷土資料館長 渡辺 哲也 

図書館長 池座 一雄 

教育総務課長補佐 中村 一之 

教育総務課主事 松本 卓也 

   

５ 署名人の指定 

委 員 鈴木 一代 

委 員 鎌田 俊郎 

 

 

足立委員長 ： 平成２６年第２回茂原市教育委員会会議（定例会）を開会します。 
本日の出席人数は５名ですので、定足数に達しており会議は成立いたし

ました。 
本日の会議録署名人は、鈴木委員と鎌田職務代理にお願いいたします。 
これより会議事頄に入ります。 
本日は、議案が１件となっております。 
議案第１号「茂原市民会館の管理及び運営に関する規則の一部を改正す

る規則の制定について」の説明をお願いします。 
鈴木教育部長 ： 議案第１号「茂原市民会館の管理及び運営に関する規則の一部を改正する

規則の制定について」ご説明いたします。 
茂原市民会館の管理及び運営に関する規則の一部を改正する規則の制定

についてご説明いたします。 
この改正は、平成26年4月1日から消費税率が、5％から8％に改正される

ことに伴う規則の改正をしようとするものです。 
内容は、茂原市民会館の管理及び運営に関する規則第16条別表、市民会

館付属設備使用料金を改正しようとするものです。 
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なお、茂原市民会館使用料は、１１月の教育委員会議において、茂原市
公民館の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例を制定するよ
う市長に申し入れることについて可決していただきまして、平成２５年 
１２月議会で可決されておりますので、本体の使用料については既に使用
料の改正が行われております。 

足立委員長 ： 議案第１号につきまして、質疑をお願いします。 
 色々と細かく照明器具から音響装置、舞台装置、楽器とありますけれど、
今では普通となっているＤＶＤプレイヤーとかＣＤプレイヤーとかミキサ
ー装置とか、そういうものが貸出しに無いんですが、これは持込みのみで
貸出しは用意してないということでよろしいですか。 

唐鎌中央公民
館長 

：  そのとおりでございます。多尐ＤＶＤプレイヤーとかあるんですが、コ
ンサート等をやる場合に音が良い悪いがあるので、持ってきていただかな
いと納得いかないという問題があります。ですので、持ってきていただく
ことを基本にしています。 

足立委員長 ： 置く必要が無いと判断しているわけですね。 
鎌田職務代理 ：  １回の使用料とは、次にあげる使用時間帯ごとの額とするとあるんです

が、（１）９時から１２時までとか(２)１２時から１７時までとか。これは
例えば、１１時から１３時まで使った場合は、時間ではなくて時間帯で料
金は課せられるんですか。 

唐鎌中央公民
館長 

：  １１時から１３時ということになりますと、２回ということになります。 

齋藤委員 ： 先日、茂原の藻原寺さんが市民会館を写経で使いました。その時に舞台
が狭いということで、舞台を広くしましたよね。あの時の使用料というの
は、どうなるんですか。変わらないんでしょうか。 

唐鎌中央公民
館長 

： 使用料については、変更ありません。 
条例によりますと、広げた場合に舞台を傷つけるとかそういうことがあ

った場合には、現状に復しなさいという文言が入っております。 
足立委員長 ： 他にございませんか。無いようですので、議案第１号について採決に入

ります。議案第１号について、原案通り可決することにご異議はありませ
んか。 

各委員 ： 異議なし。 
足立委員長 ： 議案第１号は、全会一致で原案通り可決することと決定致しました。 

次に、報告事頄に入ります。報告事頄の１｢茂原市立図書館の指定管理者
の選定並びに指定管理者の指定について議会の議決を求めるよう市長に申
し入れることについて｣の説明をお願いします。 

中山次長 ： 茂原市立図書館の指定管理者の選定並びに指定管理者の指定について議
会の議決を求めるよう市長に申し入れることについてご説明致します。 
 

指定管理者の選定並びに指定管理者の指定について議会の議決を求める
よう市長に申し入れることについては、教育委員会会議の議決事頄ではあ
りますが、業者決定が１月３０日（木）、議案提出が２月５日(水)であり、
教育委員会会議を召集する時間的余裕がないことから、１月３０日（木）
の第１回定例会終了後に協議させて頂き、その後、茂原市教育委員会行政
組織規則第８条第１頄の規定により教育長の臨時代理で処理をいたしまし
た。 

同規則第８条第３頄により、「臨時に代理したときは、その事頄を最近の
会議において報告しなければならない」とされていることから、今回の教
育委員会会議において報告を行うものです。 
 それでは、茂原市立図書館指定管理者選定委員会の審議結果について、
ご報告致します。 

指定管理者の候補者とすべき者は、７００点満点中５９９．５点を取得
した株式会社図書館流通センターを選定いたしました。指定の期間は、平
成２６年４月１日から平成３１年３月３１日までとなります。 

指定管理者の候補者の補欠とすべき者は丸善株式会社が選定されており
ます。 
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足立委員長 ： 報告事頄の１につきまして、質疑をお願いします。 
３ページの一番下、役員数及び社員数というところ、社員が６，１００

人いらっしゃるんですが、千葉県の中では茂原の他にもう１市というお話
を尐し伺いましたが、６，１００人もいらっしゃるということは他の都道
府県でもかなりの市町村に入っているということなんですか。 

鈴木教育部長 ： 今回指定を受けました図書館流通センターの受託実績についてご報告さ
せて頂きます。 

受託につきましては、全国で３９０館受託しておりまして、その３９０
館の内、指定管理の受託は１９１館ございます。千葉県内では、５市１３
図書館を受託しておりまして、具体的には野田市、習志野市、八千代市、
我孫子市、袖ヶ浦市、今度茂原市がそこに加わるという形になります。 

指定管理につきましては、２市でございます。３市が業務委託という形
で千葉県では受託実績がございます。 

足立委員長 ： ３９０館、さすがに多いですね。内、指定管理が１９１館で、県内では
５市１３施設ということでよろしいですね。かなりの実績があるところだ
ということですね。ちなみに、事務方の方はどなたかこの県内の５市のい
ずれかに視察に行ったことはありますか。 

長谷川生涯学
習課主幹 

： 習志野市の図書館に伺ってまいりました。 
利用者も多くなったと伺っております。 

齋藤委員 ： 指定の期間、平成２６年４月から平成３１年３月まで委託してやってい
ただくということですよね。これは賃料は発生するんですか。 

鈴木教育部長 ： 指定管理料というのは、運営経費ですので賃料というのは床の借上げ料
ということですよね。床の借上げ料については、別途、市が单総通運さん
にお支払いするという形になります。あくまでも運営管理分だけです。 

齋藤委員 ： では、図書館流通センターさんは茂原市に対しては、床の借上げ料は払
わないですか。 

鈴木教育部長 ： はい。 
齋藤委員 ： 茂原市は、单総通運さんに借上げ料を払うということですか。 
鈴木教育部長 ： 場所を提供した流れの中でやってもらうということです。 
足立委員長 ： 他に質問のある方いらっしゃいますか。よろしいですか。 

それでは、次に報告事頄の２に入ります。 
報告事頄の２｢平成２５年度３月補正予算要求について｣の説明をお願い

します。 
中山次長 ： それでは、平成２５年度３月補正予算要求についてご説明申し上げます。 

歳出の方ですが、教育総務課で奨学資金の貸付を減額補正いたします。
これは新規貸付者が尐なかったことによるものです。学校教育課、図書館
につきましては、寄附を頂きましたのでそれに対応するため、備品購入と
図書購入費を計上しております。 

美術館につきましては、空冷ヒートポンプチラー取替工事を行いまして、
その工事の執行残が８，１６２千円ありますので、それを減額補正いたし
ます。次に、追加資料になりますが、これは学校の耐震化に伴う補正予算
でありまして、今まで発注した中で３校不調となった建物があります。人
件費、資材等の高騰が原因となっているようでありますが、それに対応す
るために３月補正を全部で９棟分、小学校５棟、中学校４棟分の工事費の
補正を行うものです。３３２，７４７千円を追加補正いたします。 

足立委員長 ： 報告事頄の２につきまして、質疑をお願いします。 
鈴木委員 ： 奨学金の貸付金が減額補正ということなんですが、新規者が尐ないため

ということで、何人くらいになっているんでしょうか。 
中山次長 ： 当初予算要求では、大学生６０人、高校生７人の６７名を予定していた

んですが、申請してきたのが大学生と専門学校生合わせて１５人というこ
とになっています。 

鎌田職務代理 ： 先程、小学校５棟とおっしゃいましたが、ここに３つだけ書いてあるの
はこの後別に２つあるんですか。 

中山次長 ：  二宮小が２棟、本納小が２棟、茂原小が１棟になります。下は、東中が
２棟、早野中と冨士見中が１棟ずつです。 
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足立委員長 ： それでは、報告事頄の２｢平成２５年度３月補正予算要求について｣はよ
ろしいですか。では、報告事頄の３｢平成２６年度教育費予算の概要につい
て｣の説明をお願いします。 

中山次長 ： それでは、教育総務課の分についてご説明致します。 
教育総務課では、歳出として１，０５９，３８７千円を要求しておりま

す。これの大きなものは、小学校の耐震化工事の費用です。これが９５２，
８６０千円。行うのは、五郷・豊田・鶴枝・東部・萩原小の９棟分でござ
います。あとは、例年通りの予算ですが、奨学金については２年連続申請
者が尐なかったものですから、減額して要求しております。 

宮本学校教育
課長 

：  それでは、続きまして学校教育課の予算の概要について説明させて頂き
ます。 
 歳入ですが、幼稚園費補助金が21.95％増えて１６，１０４千円となって
おりますが、就園奨励費補助金の卖価の引き上げ分がこの増加になってい
るところです。続きまして、歳出の方に移ります。まず、小学校費につき
まして、学校管理費それから教育振興費の予算の中で、組み換えがござい
まして、管理費の方へ大きくマイナス、振興費の方へ大きくプラスとなっ
ております。総じまして、小学校費の中では平成２５年度まで掛かってお
りました、社会科の副読本「私たちの茂原」、この改定に伴う印刷製本費が
２２０万円ほど掛かっていたものが、２６年度はありませんので減額とな
ります。また、緊急雇用創出事業で採用しておりました図書館支援員も２
６年度は雇用しないということになりますので、３，３００千円程の減に
なっています。また、学校教育費から教育総務課の方へ予算の組み替えが
ございましたので、小破修理あるいは原材料費等が移った関係で１，７０
０千円程が学校教育課からは減額となっております。小学校費で申しまし
て、７，２００千円程のマイナスになります。 
 続いて中学校費でございますが、これも組み替えがあった関係で、総じ
て申しますと、特別支援教育支援員の２名分が、緊急雇用の雇い入れだっ
たものが報償費での支払いというように雇用形態が変わるということがご
ざいまして２，０００千円程、それから小学校と同じく小破修繕の原材料
費等１，３００千円程が教育総務課の方へ移るというかたちで、総じて３，
２２０千円程減額となっています。 
 続いて幼稚園費でございますが、先程申しました歳入の方でも出て来ま
したが、就園奨励費補助金の卖価の引き上げが２５年から２６年に向けて
の卖価引き上げ分として１２，０７０千円程増額になっています。また、
特別支援教育支援員を幼稚園に１名増やす関係で、１，３４０千円程が増
になっています。 
 保健体育費の中の卖独校給食運営費ですが、新しい学校給食調理場建設
に向けての審議会等を開催する予定がございますので、委員の委嘱、謝礼
等が予算計上されています。約６１０千円程の増額というように予算要求
をしております。 
 中央学校給食共同調理場の支出の方が１１，０００千円程マイナスにな
っておりますが、これは２５年度に比べまして、児童生徒数が減尐してお
ります。共同調理場での調理分と致しまして、２６７名尐なくなるという
関係で賄い材料費がこの金額分マイナスになっています。 

長谷川生涯学
習課主幹 

： それでは、生涯学習課の予算の概要について説明させて頂きます。 
始めに１ページ歳入につきまして、社会教育費委託金でございますが、

本年度２４万円の歳入を予定しております。これは、ミヤコタナゴの保護
増殖事業業務委託金ということで、例年県の６月議会におきまして額が確
定した後に、茂原におきましては、６月の補正でお願いしていた事業でご
ざいますが、財政当局との協議の上、２６年度から当初から予算を入れて
ございます。 

続きまして、衛藤五郎音楽文化振興基金繰入金でございますが、２６年
度１，４００千円の増となっております。こちらにつきましては、昨年は
茂原交響楽団が藻原寺さんの演奏等をいたしましたために、この繰入金が
必要ではありませんでしたが、また歳出でもご説明致しますが、２６年度
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については繰入金が必要だということで１，４００千円を歳入として組み
込んでおります。 

続きまして歳出ですが、３ページの生涯学習課をご覧ください。社会教
育総務費でございますが、２６年度は２１，６９１千円、２５年度は１９，
０９２千円ということで２，５９９千円の増となっております。これの主
な要因でございますが、４頄目ございます。１つ目は、社会教育センター
のトイレ改修の事業がございます。２つ目は、茂原交響楽団の補助金が１，
４００千円、また３つ目は、先程の県の補助金から頂けるミヤコタナゴの
環境整備、それから４つ目は、広域の教育負担金が増となったものが大き
な要因でございます。 

続きまして、４ページになりますが、図書館の図書館費についてご説明
致します。２６年度につきましては、２１０，７４９千円、２５年度は２
９，３９１千円ということで、１８１，３５８千円の増となっております。
こちらの説明につきましては、指定管理料が約８０，０００千円を超える
ものです。あとこちらの図書館の情報システム、また单口駐車場の利用料
金、床の借上げ料、現図書館から新図書館への本の移設費、現駅前学習プ
ラザの改修工事費、また新たに書架を購入いたしますのでその備品等が主
な要因でございます。 

大和久体育課
長 

： それでは、体育課の予算についてご説明させて頂きます。 
まず、歳入予算についてですが、保健体育使用料が５９５千円の増額と

なっております。これは、野球場それから市民体育館の各使用料の実績増
によるものでものでございます。次に雑入でございますが、２００千円の
減額となります。内容は、千葉県スポーツ振興基金助成金は２年に１度交
付されることとなっておりますが、平成２６年がこの助成金が交付されな
い年であることから２００千円の減額となるものでございます。 

次に、歳出予算でございます。まず、保健体育総務費についてでござい
ますが、総額３１７千円の増額となっております。主な内容につきまして
は、体育協会活動補助金の増額によるものでございます。次に、体育施設
費について申し上げます。平成２５年度の２１，２７５千円に対しまして、
２６年度は２２，５７５千円ということで１，３００千円の増額となって
おります。主な内容ですが、建築基準法の定めによりまして３年に１度実
施することとなっております特殊建築物定期調査業務委託料、これが１，
０００千円弱の増、その他消費税の増税分の増額等によるものでございま
す。以上でございます。 

唐鎌中央公民
館長 

： 中央公民館、本納公民館、鶴枝公民館、市民会館についてご説明させて
頂きます。 

２ページをご覧頂きたいと思います。歳入ですが、中央公民館２６年度
は、１，５３７千円です。大きく変わったところは、雑入が４３千円とい
うことで、伸び率がすごい数字になっておりますが、２４年度決算で４９
千円ほどありましたので、実績に基づいた数字を載せております。本納公
民館は１，１４０千円です。それから鶴枝公民館は７１３千円、市民会館
は２，８２０千円です。 

それから、４ページの歳出の方をご覧頂きたいと思います。２６年度予
算、中央公民館は８，５７３千円で４４６千円ほど減っておりますけれど
も、大きな要因としては光熱水費の減でございます。本納公民館ですが、
６，５６３千円です。１，０９９千円ほど減っておりますが、大きな要因
としては工事請負費の減でございます。鶴枝公民館ですが、５，８０１千
円です。６３６千円増となっておりますけれども、これは逆に入口の自動
ドアを直す工事請負費の増となります。市民会館ですけれども、８，３７
９千円ということで、５９７千円ほど減となっておりますけれども、大き
な要因としては、光熱水費及び修繕料の減となっております。 

渡辺美術館・
郷土資料館長 

： それでは、美術館・郷土資料館の来年度予算を説明させて頂きます。 
まず、２ページ、歳入でございますが、２３８千円を予定しております。

これは、市民ギャラリー、実習室等の使用料１３６千円。それと図録代等
の販売１０２千円の合計でございます。 
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続きまして、４ページの歳出でございますが、１８，９１４千円を要求
しております。前年度と比較しまして、３１，９９５千円、率にしまして
62.85％の減となっております。これは２５年度、空調関連工事で３６，２
４５千円を予算化したもので、それによって２６年度は減額になっていま
す。その他につきましては、例年と同じでございますけれども、２６年度
に特に変わったところということで、燻蒸消毒の委託料として１，９５０
千円を予算化しております。また、１階に男女１カ所ずつ計２カ所の洋式
トイレの交換工事を予定しております。以上です。 

長谷川生涯学
習課主幹 

： 青尐年指導センター費につきましては、２６年度１，５０６千円、２５
年度が１，４８７千円で１９千円の増ですが、事業等についての変動はな
く事業等での増ということではありません。 

齋藤委員 ：  教育総務課ですが、やはり耐震化の工事が一番大変だと思います。金額
的にも張って。その中で、最近落札できないというような事態が次から次
へと起こっているようですが、これは大丈夫ですか。耐震化まだまだ残っ
ているんですけれども。思っているように展開できますか。 

中山次長 ： １月に発注した中で、４件中３件が不調になったということなんですけ
れども、設計の組み方で卖価の扱い方に違いがあったというのもあるんで
すが、一番の要因は資材と人件費の高騰。人件費をかなり大幅に上げない
と人が集まらないという状況で、入札を行った結果を見た中で、今回補正
を出していったと。新年度につきましては、組終わった後のことだったの
で、とりあえず新しい卖価で組んであるんですが、新年度だと鶴枝小につ
いて年度早々に発注していく予定なんですけれども、それは９棟の予算を
組んでありますので、その中で調整して一旦発注すると。残りの８棟につ
いては、発注が年末か年明けくらいの発注になりますので、それは状況を
見た中で、９月補正とか１２月補正で対応していきたいと考えております。 

齋藤委員 ： ということは、無理はあるけれども計画通りに進めていくということが
大前提ですね。 

中山次長 ： 計画は、予定通り２７年度に終わるというものです。 
齋藤委員 ：  美術館・郷土資料館なんですが、収入２３８千円ですよね。これは何か

貸した時に料金は取らないんですか。 
渡辺美術館・
郷土資料館長 

： 基本的に第１、第２展示室は無料ということになっておりますので、こ
れは２階の実習室とギャラリーの使用料です。 

齋藤委員 ： 歳出は、約１，９００万円ありますよね。これは全部、市の持ち出しと
いうことになりますよね。 

渡辺美術館・
郷土資料館長 

： そのとおりです。 

齋藤委員 ： 青尐年指導センターなんですが、２６年度も中を直すと聞いているんで
すが、この予算を見るとそれが入っていないんですが、どうなんでしょう
か。 

長谷川生涯学
習課主幹 

： 図書館費の中で改修費の方は見込んでおります。額としては、６６９千
円ほど組んでございます。 

鎌田委員 ： 先程、図書館の管理料が８千万円くらいとおっしゃったんですが、まだ
他にも１億円以上あるんですが。 

足立委員長 ： 細かく教えてください。 
長谷川生涯学
習課主幹 

： まず、床の借上げ料ですが約３１，９２５千円見込んでおります。これ
につきましては、２５年度よりは増えることになっております。理由と致
しましては、学童クラブが茂原小学校へ移転しまして、その分を一度除外
しましたが、図書館おきましては約１９６平米ですが、また増やして借り
たいということで床借上げ料は約３１，９２５千円です。 

それと改修工事に約２３，２９０千円、新しい書架等の備品ですが４６，
１００千円、図書館情報総合システムが約９，７００千円、それと单口の
駐車場料金が約５，５８０千円となります。これで約２億円になります。 

本の購入費につきましては、初年度１０，０００千円を見込んでおりま
すが、これにつきましては指定管理料の８０，８００千円の中に含んでお
ります。 
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鎌田職務代理 ： そうすると次年度からは、こんなにはかからないということですね。 
長谷川生涯学
習課主幹 

： 改修工事費と書架の備品、合わせて約６９，００万円はかからなくなり
ます。 

足立委員長 ： 書架等が４，６１０万円ということですが、これは移設費というのも含
まれているんですか。 

長谷川生涯学
習課主幹 

： 図書を移動させる費用ですが、約８，６７０千円になります。 

鎌田職務代理 ： 本を移動するのが、そんなにかかるんですか。 
長谷川生涯学
習課主幹 

： 現図書館でも、詰める段ボールですとか詰める費用も含んでおります。
それと運搬と移動した先での本棚まで並べる費用も含んでおります。 

足立委員長 ： 図書館情報総合システムというのは、毎年かかるものなんですか。それ
とも最初だけですか。 

長谷川生涯学
習課主幹 

：  こちらにつきましても、５年間の契約を考えておりますので、毎年度同
額がかかるようになります。 

足立委員長 ： 今までのものをまとめますと、初年度かかる費用というのがあるわけな
んですが、通年かかる費用というのは、図書館の指定管理料約８千万円と
床の借上げ料約３，２００万円、それと図書館情報総合システム料の約１，
０００万円と单口駐車場約５６０万円。本代は別として、だいたいこれが
年間にかかるものですか。 

長谷川生涯学
習課主幹 

： 指定管理料につきましては、２年目以降は約２００万円ずつ減額の予定
がございます。 

齋藤委員 ： 何年で財政効果が得られるんでしょうか。 
鈴木教育部長 ： 今、一番大きな経費がかかっているのが人件費なんですが、指定管理に

すると人件費が約３割安くなります。その辺のところで、経費が節減され
るということで５年で約８千万円の財政効果があると試算されておりま
す。今回、色々な理由があるんですが、利便性の向上だとか使いやすさだ
とか、そういうことも追求しておりますので今の図書館から駅前に行くこ
とによって、備品等も入れ替えますので、綺麗な図書館になるということ
と、先程話に出てきました図書館情報総合システム、これは現在は図書館
と駅前学習プラザと東部台文化会館の３カ所を繋いでいる状況なんです
が、今回より利便性を高めるということで本納と鶴枝公民館と５ヶ所の福
祉センター、豊田・二宮・豊岡・五郷・東郷の５福祉センターも全部繋ぎ
ます。繋げることによって本の貸し借りがその場所で出来るようになりま
す。それから、今まで福祉センターの職員が図書館に本を取りに来ていた
んですが、指定管理業者が週２回、全部の施設を回るようになりますので、
より利便性が向上します。システムを導入することによって、本の検索も
タッチパネルになるとかＯＡ化の施設も最新のものになりますし、福祉セ
ンターもパソコンがオンラインで繋がりますので、利便性が向上します。 

色々な面で一番問題になって来るのが、駐車場の話だと思うんですが、
大変申し訳ありませんが現状と致しましては、利用者に対しましてご不便
をおかけする部分があると思うんですが、駅前单口公共駐車場の最大９０
分無料券を配布します。対象は、市内在住・在勤者については９０分の無
料券を提供するという話になっています。それが、先程言った５６０万円
の駐車場料金です。そのような流れの中で、一番問題になって来るのは、
体の不自由な方や高齢者の車での問題が出て来るとは思うんですが、单口
公共駐車場については１台障害者用のスペースがあるということで、そこ
が使えるという形になります。その他の問題につきましては、今後研究さ
せて頂いて、茂小のところの元揚子江飯店の入っていたところには駐車ス
ペースを１５台ほど確保してあるんですが、そういうような対応はしてい
るんですが、まだまだ優しさとか思いやりとか、そういう部分で足らない
ところがあることは十分承知しておりますので、何か方法はないかという
ことで研究して参りたいと考えております。 

長谷川生涯学
習課主幹 

： 補足よろしいでしょうか。先程、齋藤委員からのご質問の社会教育セン
ターの改修の件ですが、私が約６６９千円というお話をしたんですが、失
礼いたしました。もうひと工事ございますので、そちらが約１００万円、
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２つの工事で約１７０万円の工事となります。大変失礼いたしました。 
鎌田職務代理 ： ２５年度と２６年度の予算額の比較というのは、まだ３月の決算がされ

てないので分からないんですが、本来であれば実際使ったものがどのくら
いなのかを見ると思うんです。２５年度の予算額というのはどの位適正な
ものだったのか検討されていると思うんですが、数字は出ているんですか。 

鈴木教育部長 ： 今現在２５年度の正確な決算額は出ていない状況でございます。基本的
に足らなければ補正をするという形の中で、余った分については、適正に
執行した執行残という形で残るわけなんですが、それは翌年度に繰り越し
ますので翌年度の予算に使われていくという話でご理解頂きたいというこ
とと、また財政事情が厳しい状況ですから、予算にしても大幅に余るとい
うところは、今回も美術館とか奨学金とか減額補正していますから、そう
いう形で補正をして、必要が無いものについては減額することによって、
決算額としてできるだけ残らないようにしてありますので、ご理解いただ
きたいと思います。 

足立委員長 ： 今、残ったら繰り越すと言いましたが、繰り越せるんですか。 
鈴木教育部長 ：  繰越金という形で、最終的に全部の一般会計を足した中で決算すると残

ります。それを繰越金という形で、繰り越していきます。現実問題として、
数千円数万円卖位で、これだけの数がありますので、事業別に残った分を
積み重ねていきますと結構膨大な金額になるんですね。毎年何億という卖
位で予算が執行されなかった分が残るんですけれども、それをまた決算が
終わると繰越金という形で新年度予算の方へ繰り越しという形で入りま
す。 

齋藤委員 ：  予算は使い切ったからいいというものじゃないですよね。残れば残った
方が私はいいと思います。 

足立委員長 ： 先月決まった満３歳児の就園奨励費はここに載っていなくて補正で上が
って来るんですか。 

宮本学校教育
課長 

： 当初予算の中には、まだ計算に入れておりません。次年度については年
度末３月のところですので、途中の補正予算で対応するように考えており
ます。 

足立委員長 ： それでは次に移ります。報告事頄の４「平成２５年度定期監査の結果に
ついて」ご説明をお願いします。 

中山次長 ： 今年度の定期監査につきましては、教育関係では１月２９日、３１日の
２日間実施されました。結果としましては、事務事業はほぼ項調に進行し
ていると、帳簿関係も概ね適正に処理されているという見解でございまし
た。２人の委員から裏面に各事業に対しての所見が出されておりまして、
これからの事業についてはこの内容をよく検討した上で、適切に執行され
るよう要望が出されております。 

足立委員長 ： 図書館運営のさらなる充実については、学校図書室とのネットワーク化
を図ってくださいと書いてあるんですよね。それはこれから考えるつもり
はありますか。 

鈴木教育部長 ： 基本的に学校図書につきましては現状、小学校の場合生徒数に対してだ
いたい充足数が９０％をちょっと超えて、中学校の図書室については１０
０％を超えている状況だと思います。今回の図書館整備の流れの中で、学
校図書と図書館の連携ということは前向きに捉えております。ですから当
然、図書の有効活用ということも考えていかなければならないでしょうし、
市として学校には学校図書司書という方がおいでになりますけれども、連
携を図って充実をするとか、市の所有している本を学校に置くということ
も含めてこれから連携していきたいと考えております。 

また、今回の図書館流通センターさんの提案の中で、“しらべもの”とい
うイベントもやりたいという提案もなされていますので、学校図書を使っ
た、あるいは図書館にある書籍を使って行ったしらべものを研究発表する
ような事業も流通センターさんの全国的なイベントとしてやっていると聞
いておりますので、そういうことも含めて指定管理業者の方も積極的に取
り入れていきたいと提案をされておりますので、そのように対応して参り
たいと考えております。 
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足立委員長 ： ゆくゆくはオンラインにしようかというところまでは考えてないです
か。 

鈴木教育部長 ： オンラインの件に関しましては、そこまでは今の時点で検討されてない
んですけれども、インターネットを通しまして図書館のホームページへ飛
べますので、そこから色々な検索もできるような形になるんですけれども、
そこから先、図書館にあるものを、例えばデータ的なものを学校で見ると
いうオンライン的なことをやるとなると、図書館の方に電子書籍とかを導
入していかないといけないということが発生して参りますので、その辺の
ところも含めて今後検討して参りたいと考えております。 

鎌田職務代理 ： 先程、鈴木部長がおっしゃった小学校が９０何％で中学校が１００％っ
て言うのは何でしょうか。 

鈴木教育部長 ： 小中学校の図書室に、生徒数に応じて充足しなければいけない図書の冊
数というものがあるんですけれども、その冊数の充足率が茂原市の小学校
の場合は、約９０％なんですね。特定の学校は、１００％超えている学校
もあるんですけれども、平均すると９０％ぐらい。中学校の方も、全体の
平均で１１０％くらいです。そういった流れの中で、尐なくとも小学校の
９０％は１００％にしたいと考えております。 

齋藤委員 ： 監査委員の元吉さんと森川さん、この方たちは教育委員会を対象にした
監査委員なんですか。 

中山次長 ： 全体の監査委員です。各部署で２日か３日くらいかかっていますが、中
身を見るのは大変だと思います。 

足立委員長 ： 所見の上から２番目、教職員については、ベテラン教員の退職による世
代交代が進むことから若手教員等の資質向上に努められたいとあります
が、この若手教員等の資質向上は誰がやるんですか。 

古谷教育長 ： これは基本的に県の職員なので、県教委が初任者研修とか５年経験した
研修とか１０年経験した研修とかそういうものをやります。 

茂原市の方でも、今度は現場研修というのが中心になりますので、校長
や教頭とかが校内研修でやるということになります。あとは、市に関係し
たような、例えば茂原学とか市独自のものもやっています。それについて
は呼ばれれば行って、研修するとかそういうことになります。ですので、
市は補完的な感じになります。 

足立委員長 ： 若い人ばかりになってしまう可能性があるから、特別に今までより余計
に研修をやるというのはないんですか。 

宮本学校教育
課長 

： 今、教育長から答弁がありましたが、県の方では悉皆研修として経験年
数に応じてあるわけですけれども、茂原市として今年から取り入れたのが
２年目から７年目の採用教員を集めて、経験を豊かにする、横の繋がりを
作るための研修を、今年は２回しかできませんでしたが、初めて行ったと
いうようなことが新しいものです。ただ、こればかりを入れると、肝心の
教室を空ける機会が多くなるという弊害があるので、出来るだけ回数の中
を有効に使っていこうと考えております。 

足立委員長 ： それは、２年目の人は採用された人だけですか。講師は含まないんです
か。それとも講師を含めてですか。 

宮本学校教育
課長 

： 残念ながら、本務者のみを対象にしております。 

足立委員長 ： 例えば、講師で２年３年やってらっしゃる方も大勢いらっしゃるわけで
すよね。そういう方は、対象外になってしまうんですか。 

宮本学校教育
課長 

： 入れば一番よろしいのかもしれませんが、その講師も今年は茂原でも、
来年は一宮かもしれませんし、山武かもしれないと。講師の場合、そうい
うような移るということもあるので、いずれの市町村もあくまでも本務者
だけを対象にするというのが研修の形を成しているところです。 

足立委員長 ： 他に何かございますか。無いようですので、これにつきましては、これ
で終了いたします。次に、報告事頄の５「平成２６年第３回（３月臨時会）、
平成２６年第４回（３月定例会）及び平成２６年第５回（４月定例会）茂
原市教育委員会会議の日程について」のご説明をお願いいたします。 

中山次長 ： 教育委員会会議の日程についてご説明申し上げます。 
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第３回教育委員会会議につきましては、臨時会になります。日にちは、
３月１１日（火）１３時からお願いしたいと思います。場所は、９階の会
議室でございます。第４回教育委員会会議につきましては、３月の定例会
でございます。日にちは、３月２７日（木）１５時からお願いいたします。
場所は、９階の会議室でございます。第５回教育委員会会議につきまして
は、４月の定例会でございます。日にちは、４月２４日（木）１５時から
９階の会議室でございます。よろしくお願いします。 

足立委員長 ： このことにつきまして、皆さん大丈夫でしょうか。 
各委員 ： はい。 
足立委員長 ： では、この日程において行いますのでよろしくお願いします。 

その他報告事頄はございますか。 
渡辺美術館・
郷土資料館長 

： 林功作品展について、ご報告させて頂きます。 
現在、開催しているわけですけれども、本日１８日から４月２０日まで

ですが、会場を拡大して元々当館で収蔵していた１０点を追加して展示し
ておりますので、お時間がございましたらご来館頂きたいと思います。 

また、開催中の林功展でございますが、ＮＨＫの日曜美術館という番組
がございまして、その中で全国で開催されている美術展を紹介するアート
シーンというコーナーがございます。その中で紹介されるという連絡を頂
きましたので、ここでご報告させて頂きます。 

放送日ですが、３月９日（日）本編は９時から１０時でございますけれ
ども、このコーナーは９時４５分頃からと聞いておりますので、よろしけ
ればご覧頂ければと思います。だいたい全国の美術展、５ヶ所から７カ所
くらいを紹介して頂けるということです。ちなみに再放送は、３月１６日
（日）２０時から２１時の本編の中の２０時４５分頃からということです
ので、ご連絡させて頂きました。 

足立委員長 ： 他に報告事頄はございませんか。 
無いようですので、以上で第２回教育委員会会議を閉会と致します。 

 
茂原市教育委員会会議規則第２７条の規定により、上記会議録が相違ないことを証するため、

ここに署名する。 
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